












“Study of a Diaphragm Type Air Blower by Flow Visualization (Part 2)”
Satoru CHIRIFU
Abstract
The characteristics of a diaphragm type air blower were investigated using the flow visualization
method. For the purpose of this study, an experimental diaphragm type air blower equipped with a stepping
motor was produced. The results obtained using this experimental air blower are reported in this paper. The
top of the airflow from the diaphragm type air blower is a “vortex ring”. This flow is expected to be applied


























































































３００ ４００ ５００ ６００
φ１５０
１０．８ ○ ○ ○ ○
２１．６ ○ ○ ○ ○
３２．４ ○ ○ ○ ○
４３．２ ○ ○ ○ ○
φ２００
１０．８
２１．６ ○ ○ ○ ○
３２．４
４３．２ ○ ○ ○ ○
φ２５０
１０．８
２１．６ ○ ○ ○ ○
３２．４








































































図７ 経過時間と移動距離の関係 図９ 吹出し空気量の影響（経過時間と移動距離）
図８ 経過時間と移動速度の関係 図１０ 吹出し空気量の影響（経過時間と移動速度）
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速の最大値がほぼ同様なパターンの例を４組示す。
これを見ると、吹出し口径が異なっても吹出し風速
の最大値が同程度であれば、同様な経過時間－移動
距離の関係となっている。口径が異なれば渦輪のサ
イズも異なるため、搬送されている空気量は異なっ
ていると考えられるが、その移動距離は吹出し風速
の最大値に影響されている。図１２は同様のパターン
で、経過時間と移動速度の関係を表したものである。
吹出し口径によらず、同じような速度減衰パターン
を示している。
５．ま と め
本研究による結果を、以下にまとめる。
ステッピングモータ駆動によるダイヤフラム式送
風実験装置を用いることで、送風動作を一定にし、
動作の状況を明確にすることができた。
渦輪の移動距離や移動速度は、吹出し空気量には
依存せず、吹出し風速の最大値に依存する。
吹出し口径が異なっても、移動距離や移動速度に
影響するのは、吹出し風速の最大値である。
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図１１ 吹出し口径の影響（経過時間と移動距離）
図１２ 吹出し口径の影響（経過時間と移動速度）
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